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第27号

四日市市自治会連合会　会長　中村　克義ごあいさつ
　四日市市自治会連合会の皆様におかれましては、地域において自治会活動に

ご尽力いただき、心からお礼申し上げます。
新型コロナウイルス感染症は、収束の気配がみられず、第６波では、これまで

にないレベルでの急速な感染拡大となりました。
自治会の活動も、令和２年度から大きな制限が続いておりますが、コロナ禍を契機に、予想以上

にリモートオペレーションが進み、社会構造や価値観が大幅に変化し、時代が変わっていることを実
感いたします。
当自治会連合会では、１月に開催した理事会において、会場とリモートのどちらでも参加できる

新たな取り組みを行いました。
また、四日市市自治会連合会のホームページを作成し、四日市市や各地区のホームページにリ
ンクすることができるようにして、広報や情報伝達を強化しています。
今後は、コロナをきっかけに自治会のあり方についても、変化に対応できるよう取り入れていくこ

とを恐れず、前向きに考えていきたいと思います。引き続き、感染症に配慮した自治会活動にお力
添えいただきますよう、お願い致します。
結びになりますが、１日も早い感染症の終息と皆様のご健康をお祈り申し上げます。

１. 市長との地域づくり懇談会　

２. 伝承文化の交流会（昔あそび）
竹馬、コマまわし、おはじき、紙ひこうき、けん玉等

３. 防災教室（命の学習）
防災倉庫の見学、担架作り、新聞スリッパ作り

４. あいさつ運動
地区内６カ所で実施（毎月第２・第３木曜日）

５. 家族ふれあい事業
凧作り、凧揚げ・キャラクターとの撮影会

６. 子ども見守り隊活動
子どもたちを不審者や交通事故から守るために
本年度から組織化して地区内での活動

７. ふれあいグラウンドゴルフ大会　

８. ふれあいいきいきサロン活動
イベントやサロンなど企画も盛りだくさん

９. 秋の小径ウォーキング　

10.人権講演会



１月27日（木）に理事会と市長との懇談会を開催しました。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

広い会場にて十分な間隔をとり、新しい試みとし
てリモートでの参加を取り入れました。
市長との懇談会では、中心市街地の再開発後

の人の流れや治安についての質問や津波避難施
設について身近な場所に一時避難できる場所が
必要という意見等について市長の考えを伺えた
貴重な場となりました。

防災研修会開催

１. 市長との地域づくり懇談会　

２. 伝承文化の交流会（昔あそび）
竹馬、コマまわし、おはじき、紙ひこうき、けん玉等

３. 防災教室（命の学習）
防災倉庫の見学、担架作り、新聞スリッパ作り

４. あいさつ運動
地区内６カ所で実施（毎月第２・第３木曜日）

５. 家族ふれあい事業
凧作り、凧揚げ・キャラクターとの撮影会

６. 子ども見守り隊活動
子どもたちを不審者や交通事故から守るために
本年度から組織化して地区内での活動

第一回防災研修会　令和３年１１月１９日　「コロナ後の防災対策について」
第二回防災研修会　令和３年１１月２４日　「南海トラフ地震臨時情報発表時の対応について」

今年度も、コロナの感染が収まる気配がないなかで、市内視察研修を「防災研修会」に置き換え「コ
ロナ後の防災対策について」と「南海トラフ地震臨時情報発表時の対応について」の２回研修を行い
ました。
元四日市市消防長の坂倉氏を講師に迎え、災害時の住民の避難のあり方について、リアルな体験

談を交えて話していただきました。
南海トラフが起こった時、沿岸部の地域住民は、どこに避難すればよいのか…。といった素直な意

見交換の場になりました。
今後は、沿岸部の逃げる側と山側の受け入れる側の念入りな協議の場を作っていく予定です。

７. ふれあいグラウンドゴルフ大会　

８. ふれあいいきいきサロン活動
イベントやサロンなど企画も盛りだくさん

９. 秋の小径ウォーキング　

10.人権講演会

懇談会理事会 市長と と
の

四日市市
自治会連合会

（059）330－6000

内科、神経内科、循環器内科、腎臓内科、人工透析内科、糖尿病内科、緩和
ケア内科、消化器内科、産婦人科、外科、血管外科、乳腺外科、耳鼻咽喉
科、整形外科、リウマチ科、泌尿器科、脳神経外科、眼科、小児科、アレル
ギー科、リハビリテーション科、麻酔科、歯科口腔外科、小児歯科

午前／ 9時00分～正午　午後／4時00分～6時00分
水曜日午後、土曜日午後、日曜日、祝日
〒512－0911 四日市市生桑町菰池458番地1

https://mitaki.or.jp

〒512－8046　三重県四日市市あかつき台2丁目1－192
TEL 059－337－2222　　FAX 059－337－2145

https://www.nakamuragumi.co.jp

三重県・四日市の建築工事・土木工事・セルコホーム

地域を想う。地域を守る。
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松名瀬町津波避難タワー完成図

11月10日に、松阪市松名瀬町で建設中の津波避難タワーの見学をしました。
松名瀬町は、沿岸部の堤防近くにある集落で、夏には海水浴に訪れる市外からの観光客や、地

元住民を合わせた避難を想定し、津波避難施設の整備しています。

先進地視察研修

【松阪市松名瀬町津波避難タワー見学】
松阪市では、浸水が想定される地域のうち、五主町、松名瀬町の沿岸部２地区に津波避難タワー

を建設中。
主な設備：備蓄倉庫、簡易トイレ設置スペース、太陽光発電、垂直式救助袋、地震時自動開錠ボックス
タワーの規模は鉄筋コンクリート２階建て

【視察先　三重県　松阪市】

①　松阪市松名瀬町津波避難タワー建設現場見学

②　松阪市役所危機管理室防災対策課による説明

　　「津波避難タワーの概要・南海トラフ地震臨時情報の対応について」

③　松阪市観光交流センター・旧長谷川家等　見学　散策　　

④　ヴィソン多気　見学（自由行動）

株式会社 日本総合施設
〒512－0934  三重県四日市市川島町6612－2
TEL 059－322－5100　FAX 059－321－9221

代表取締役　里 中 祐 介

まごころ施工でお客様の暮らしを「安心」サポート
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令和３年度の三重県への要望を提出いたしました。
①幹線道路の整備促進について②二級河川鹿化川治水対策について③四日市バスターミナルの実

現について

三重県への要望書

①主要幹線道路である国道1号・23号の慢性的な渋滞は、経済活動のみならず沿道環境、防災・
救急活動といった日常生活にも悪影響を及ぼし、そのため、渋滞を緩和する国道1号北勢バイパス
の早期整備が求められているが、その後の進捗状況と今後具体的な計画について、伺いたい。

②国道477号バイパスでは4車線化工事の完成が見えてきており、完成した後には市中心部への交通
量の増加が想定されることから、渋滞の緩和や物流の効率化を図るため四日市港、市中心市街地、
新名神高速道路等を連絡するインターアクセス道路の整備が求められる。　　

③主要地方道四日市楠鈴鹿線（通称「塩浜街道」）をはじめとする県道は交通量も多く、大型車両
の通行による路面の劣化（舗装のひび割れやわだちによる波打ち）など、交通安全上危険な箇所
があり、財政厳しい中ではあるが、幹線道路の早期整備と共に維持補修経費などを確保され、既
存道路を適正に管理していただくよう要望する。

幹線道路の整備促進について01

四日市市を流れる三滝川、朝明川については、河川改修工事や堆積土の土砂撤去等川床整理や
護岸整備を実施いただい、大変感謝しているが、鹿化川の改修については、下流部の天白川との合
流付近（ＪＲ及び近鉄橋梁部）や国道１号線付近の堆積等において流下能力が低く、2000年９月の
東海豪雨の時には、越水氾濫、内水氾濫により、広範囲に浸水被害が発生している。
近年全国各地で発生しているこれまでの記録を超える集中豪雨や台風等による水害がいつ起こって

もおかしくない状況のなか、甚大な被害が想定され、我々地域住民は、非常に危惧しており、抜本
的な対策を早急に打ち出していただくよう強く要望する。

二級河川鹿化川治水対策について02

令和2年度に、これまで市が検討を進めてきたバスターミナルを、国が全国展開を進める「バスタ
プロジェクト」として事業化され、工事着手に向け、鋭意進められている。
このバスターミナル整備については、単なるバス乗り場の集約にとどまらず、駅前広場整備や駅か

ら連続した歩行空間の整備とあわせて、周辺の商店街などと連携した、新たな賑わいの創出が期待
され、四日市市自治会連合会としても、令和２年度に国土交通省や四日市市に、「四日市バスターミ
ナルの実現と近鉄四日市駅周辺等整備事業の推進に向けた要望」を提出し、近鉄四日市駅周辺の交
通結節機能の強化を図り、一大交通拠点となることを待ち望んでいる。
国土交通省により全国的に進められているバスタプロジェクトのなかで、新宿、品川、新潟、神戸

三宮に次いで、三重県四日市市の事業化が決まり、今後、事業を着実に進めていくためにも、更なる
ご支援、ご協力をお願いしたい。

四日市バスターミナルの実現について03
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 １. 図鑑桜ウォッチングの発行
桜地区の魅力である自然を保全する機運を

盛り上げると同時に、人材を増やしていくため
に、桜地区で収集した野鳥の写真を小冊子にし
て発行。その桜「ウォッチング」を地区住民に紹
介して、地区への愛郷心を持ってもらい、保全
に参画する人を増やしたいと考えています。

 ２. 「さくらコム」の活用
桜地区の公式ホームページ「さくらコム」を

利用して、初瀬ビオトープの谷「めだかの池」や
桜地区の郷土史・見学コースの紹介、桜ウォッ
チングのページなどが見られるように日々情
報発信を続けています。

 ３. 今後の目標
2030 年までにやらなければならない世界

目標である SDGS の達成に向けて、身近な自
然に関心を示し、自然を感じることができるよ
うに、桜地区では今後もたくさんの参加者を募
る取り組みを行っていきたいと思います。

情報交換会

桜地区は、四日市広域緑の基本計画において、中核地区（他の地域への動植物種の供給源となり、
水と緑のネットワークの核となる郊外の地域）に位置付けられていますが、まだまだ住民に知られ
ていません。

３月２日（水）に情報交換会を開催しました。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、人数を縮小し、市内の地区連合自治会長が参加し、

事例発表では、桜地区の戸田様、内部地区の諸戸連合自治会会長、常磐地区の森連合自治会副会長
から、特色のある自治会活動を紹介してもらいました。
どの地区も、子どもたちの社会教育、環境を考え、地域が支えていく熱い思いで発表していただ

きました。
そのほか、県地区で配布している「防災通信」や、四日市市の市民緑地第一号の「グリーンパーク

岡山」の冊子の紹介がありました。

地形と人が織りなす、水と緑の豊かなまち 発表者　桜地区
戸田　和男

全カラー
80ページ
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 １. 住民との連携・まちかど博物館のリニューアル
内部地区では、2020 年度に中心的に行った事業として、うつべまちかど博物館の有効活用を図

るために「町づくり推進協議会」「連合自治会」「社会福祉協議会」等が中心となって地域コミュニ
ティー施設として改装しました。まちかど博物館は、地域住民だけでなく、杖衝坂の中腹にあり、休
日東海道を歩く観光客の休憩所や、イベント、博物館、集会所等、リニューアルして利用者を増やす
ことができました。

自治会と学校住民との連携
“なんでもするよ自治会”

発表者　内部地区連合自治会会長
諸戸　靖

 ２. 学校・団体との連携「あいさつ運動」
地域をあげて「元気よくあいさつをしょう！」あいさつ運動を始めまし

た。関係者に幟・たすきを配布。コロナの影響で、マスク越しのあい
さつは聞こえにくいですが、学校とも連携し「あいさつ」が定着して
きています。

 ３. 学校と社会福祉協議会との連携
ホタルの飛ぶ里山がメガソーラーで壊滅の危機に見舞われますが、住民でトンボやホタルを守るた

めの取り組みを行っています。学校の持っている裏山に里山を整備し、トンボやホタルを育てています。
最終的な目標は、住民が入れる里山にして、

高齢者と子どもが会話できるための自然を守
りたいと思います。

博物館スペース８帖間
昨年は文化祭が中止になったが、まちかど博物館
で写真の展示を行い、新しい試みで「SNS」の発信。

多目的ホールや集会所スペースに改修
集会所機能は、市の集会所補助金で改修し、地域
のイベントや観光客の休憩所として利用できます。

〒510－0001 三重県四日市市八田二丁目8－1
TEL 059－331－4831　FAX 059－331－4841
http://www.utiken.com

有限会社  内田建築　内田建築一級建築士事務所

創業117年。地域の皆様に支えられて、
これからも家づくりに精進します。

〒510－0846　三重県四日市市大井の川町三丁目28番地
本社 059－346－5533　FAX 059－346－5537

URL　http://www.kk-tokai.co.jp　

機械メンテナンス・電気工事

業 務 内 容

■機械器具設置工事　■機械メンテナンス（安全弁、その他弁類・コントロールバルブ・流量計・回転機類他）
■電気工事  ■管工事・鋼構造物工事  ■消防施設工事（保守・点検他）  ■計装工事  ■ロボット据付工事
■諸機械旋盤加工（オリフィスフランジ・オリフィスプレート・サーモウェル・その他計装関係部品）の加工・製作
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常磐地区は四日市のほぼ中心地域に位置し、地域のほとんどが市街地区域であり、市内最大の人
口を有します。住民構成も旧住民と新たな転入者が混在しているという地域です。イメージキャラ
クターの「ときはちゃん」は常磐小、常磐西小の 5、6年生の応募から選ばれ、地区のイベントに参
加し、みんなに愛されるキャラクターです。

住みたいまち　住み続けたいまち“常磐” 発表者　常磐地区連合自治会副会長
森　正美

常磐地区 まちづくり協議会 組織図

イメージキャラクター
「ときはちゃん」

１. 市長との地域づくり懇談会　

２. 伝承文化の交流会（昔あそび）
竹馬、コマまわし、おはじき、紙ひこうき、けん玉等

３. 防災教室（命の学習）
防災倉庫の見学、担架作り、新聞スリッパ作り

４. あいさつ運動
地区内６カ所で実施（毎月第２・第３木曜日）

５. 家族ふれあい事業
凧作り、凧揚げ・キャラクターとの撮影会

６. 子ども見守り隊活動
子どもたちを不審者や交通事故から守るために
本年度から組織化して地区内での活動

 活動事例

７. ふれあいグラウンドゴルフ大会　

８. ふれあいいきいきサロン活動
イベントやサロンなど企画も盛りだくさん

９. 秋の小径ウォーキング　

10.人権講演会
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 地域の課題
１. 連合自治会運営上の課題
• 自治会数の多さ（47自治会）
会場が狭く、会議を開きにくい
• 自治会の担い手が少ない
各地区の役員が順番制となっている自治会も多く、活動の深化が難しい

２. 安全・安心なまちづくりの課題
• 通学路での通過車両が多い　• ゾーン30エリアの拡大が進まない　• 大雨時の内水対策が進まない

３. 高齢者の生きがいづくりの課題
• いきいきサロンの活動、増設に自治会長の理解が重要、活動リーダーがいない
• 日常生活支援サービスを担う組織がまだない
• 認知症罹患者及び家族を地域で支える仕組みがまだない

4.まちづくり構想推進の課題
• 推進委員の人材不足　• 各自治会の意識が重要

１. 市長との地域づくり懇談会　

２. 伝承文化の交流会（昔あそび）
竹馬、コマまわし、おはじき、紙ひこうき、けん玉等

３. 防災教室（命の学習）
防災倉庫の見学、担架作り、新聞スリッパ作り

４. あいさつ運動
地区内６カ所で実施（毎月第２・第３木曜日）

５. 家族ふれあい事業
凧作り、凧揚げ・キャラクターとの撮影会

６. 子ども見守り隊活動
子どもたちを不審者や交通事故から守るために
本年度から組織化して地区内での活動

「四日市市自治会連合会」の
ホームページが完成しました

https://yonjiren.jp/

四自連だよりは、四自連の事業や、四日市市
と協働で行っている活動を紹介し、みなさん
にご理解、ご協力いただくために発信してお
ります。
　四日市市自治会連合会は、市内のいろいろ
な地域活動や、課題解決していくために情報
交換できる場として今後も活動していきたい
と思います。

四日市市自治会連合会事務局 
〒510－8601 四日市市諏訪町1－5

TEL・FAX 059－354－8287

《編集後記》

７. ふれあいグラウンドゴルフ大会　

８. ふれあいいきいきサロン活動
イベントやサロンなど企画も盛りだくさん

９. 秋の小径ウォーキング　

10.人権講演会

※各地区のホームページを見ることができます。

産業の土台をつくり、
地域の未来をつくる。

横内建設株式会社
三重県四日市市小古曽町2812－126
ISO9001・ISO14001・ISO45001 認証

産業の土台をつくり、
地域の未来をつくる。

皆
様
に
心
か
ら
愛
さ
れ
る
美
酒
造
り

　「
人
も
心
、
酒
も
心
」

　
　
　
清
酒
宮
の
雪

　
　
　
　
　
　
宮
﨑
本
店
で
す
。

◆未成年者の飲酒は法律で禁じられています。
◆妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の
　発育に悪影響を与える恐れがあります。
◆お酒は適量を楽しみましょう。

〒510－0104
三重県四日市市楠町南五味塚972番地
TEL 059－397－3111　FAX 059－397－3113
（ホームページ）
https://www.miyanoyuki.co.jp

ISO9001認証取得企業

株式会社 宮﨑本店
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　四日市市自治会連合会だより


